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顎 口 腔領域化膿性感染症 の臨床細菌学的検討

金沢大学医学部歯科 口 腔外科学講座 く主任 こ 山本悦秀教授う

斎 木 康 正

顎 口腔領域化膿性感染症の 起炎菌を明らか に す る 目的 で ， 重症度別 に 検出菌の 検討を行 い
，
さ ら に

，
そ の 高頻度分離菌 の 膿

瘍形成能に つ い て動物実験を行 っ た ． 閉塞膿瘍110 症例を 症状の 強さ に よ り軽症型51 例， 中等症型35 例 ， 重症型24 例に 分類 して

検索 した ． 総分離菌株数は437 株 で あ り ， 嫌気性菌は289 株 く66 ．1 ％I ， 好気性菌 ほ148 株 く33 ．9 期 で あ っ た 0 分離菌株中嫌気性菌

の 占め る割合は ， 軽症型で は57 ． 1タ古
，
中等症塾 で は70 ． 7 ％ ， 重 症型 で ほ75 ． 9 ％ で あ っ た ． 妖 気性菌が関与 した 症例 ほ9 9 例

く90 ．0 ％ン， 嫌気性菌 と好気性菌 の 混合感染症例 は79 例 く71 ．8 ％1
，
グ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム 陰性梓菌を同時に 検出 した 症例ほ84 例

く76 ．4 ％う で あ っ た ． 高頻 度 に 分離 さ れ た 細菌 は 5 わーや比忙 O C C 混 ざ く7 8 株1 ， P r g リ 0亡gJg 広 く5 8 株I ， ダ祝ざ0みd C孟g rf 祝 m く5 4 株I ，

P 坤玩びわ篭や 加 O C C 混ざく49 株ン で あ り ， こ れ ら4 菌属 で 全分離菌株の 54 ．7 ％占め た ． ま た ，
こ れ ら の 菌属 は い ずれ の 病型 に お い て

も高頻度に 分離 され た ．
マ ウ ス の 腹腔を 使用 した膿瘍形成実験に は ， 高頻度分離菌株セあ る 5 か ゅ O r O C C 祝J C O 乃ざ亡ggg d 如 くぶ．

C O 几 如才g 庄吉比 ぶン， ダ祝ぶ0あd C ね rg 祝 m 門 び Cg e 戊f 祝 m く凡 乃祝 CJ g 房子祝 m I ， P r e ひ 0とeJg d よ乃f e r 7乃 g df 戊 くP ． f乃土g r m g df dl を ， そ れ ぞれ 臨床分離菌3

株 ， 標準菌株 1 株 ， 合計12 菌株 を供試 した ． 単独感染 で ほ
仁
鼠 く骨 那 加丑如 机 有夫膜株 ，

お よ び F ． 乃 祝 Cg g 見地 m は 強い 膿瘍形成

能 を示 した ． しか しな が ら， P ． わ加 r m gd f d ほ 何れ の 株 で も膿瘍形成 はみ られ なか っ た ． 混合感染 で は ，
5 ． c o 乃 J亡ggg d れば の 有夫

膜株 と F ． m 血加山 川 い の 組合せ で 強い 相乗効果が認め られ た ． また ，
5 ． r o 乃ざ舌egg d わば と P ． f 融 r 7 花e df d の 風合 せ で ほ

一

部 で 相

乗効果が確認さ れ た ． しか しなが ら
，
ダ． 乃 祝 Cg g 戊ま祝 m と P ． g 由 r7 乃 e di d の 鼠合せ で ほ 相乗効果は認め られ な か っ た ． 病理組織学

的に ほ
t
形 成 され た膿瘍 は t 中心 に 壊死 性組織塊 ，

そ の 周 囲を多形核白血球 ．
さ らに そ の 周囲を 線維芽細胞 お よび コ ラ ー ゲ ン

を 多量に 含 む層 の 3 層構造 と して 観察 され た ． 以上 の 所 見は
l 臨床症例か ら高頻度に 検出 され る細菌 は l 口腔常在菌で ある こ

と を示 して い る ． さ らに ，
こ れ ら高頻度検出菌は よ 特 に グ ラ ム 陽性球菌と嫌気性 グ ラ ム 陰性梓菌の 混合感染の 形態を取 る時，

顎 口腔領域の 化膿性感染症 の 増悪化に 重要 で あ る こ と を 示 唆 して い る ．

K e y w o r d s o r al o b st r u c ti v e a b s c e s s ， S e V e rit y g r a d e of i n f e c ti o n ， is ol at e s ， i n t r a p e rit o n ia l

i n o c ul ati o n
，
a b s c e s s f o r m a ti o n

顎 口腔領域化膿性疾患 の 大部分は根尖性歯周炎 と慢性辺縁性

歯周炎の 2 つ に 代表 され る歯性感染症 であ る ． そ の 内， 大学病

院を ほ じめ 病院歯科 口 腔外科を訪れ る患者ほ炎症 の 範 囲が 広が

り
，
既に 全身の 発熱 の み な らず開 口 ， 阻 噛お よ び時下な ど， 日

常生活に 重要な 口腔 の 諸機能 に 障害 を釆 た して い る 場合 が多

い ． また近年の 患者 の 高齢化に よ り
，
種 々 の 成 人病 を有 し， 抵

抗力の 減じた 宿主す なわ ち易感染性宿 主 が増加 して お り ， 炎症

が 顔面や頚部な どの 隣接組織に 波及 し極 めて 重症 に な る症例も

稀な が ら見受け られ る
り

． した が っ て
，
こ れ ら患 者個 々 の 病態

を 出来る限 り早期に 把握 し
，
そ れ に 応 じた適切な消炎処置 を講

ず る こ とが 今後， ます ます重要に な る もの と考え られ る ． 中で

も歯性感染症の 発生か ら進展 に 至 る機序を起炎菌の 構成状態 な

どか ら解明す る こ と ほ臨床 上 ， 有益な理論的根拠を揖供 し得 る

もの と 考え られ るが ，
こ の 点か ら検討 した 報告 は少 なく

2I

，
な

お不 明な点が 少なく な い
3I

．

そ こ で本研究で ほ ， 感染症の 臨床的重症度と化膿巣の 菌 の 構

平成 6 年 9 月 2 日受付， 平成 6 年 9 月1 3 日受理

A b br e vi a tio n s こ C F U ， C Ol o n y f o r mi n g u nl t ニ F ．

成 の 相関を 検討する 目的 で ， 各症例毎の 閉塞膿瘍か ら菌を 分離

同定 し
，
検出され た 菌の 種類 を臨床症状と の 関連性か ら検索し

た ． さ らに 臨床材料 か ら高頻度に 分離 され た菌種 に つ い て ほ ，

起炎菌 と して の 病原性の 鼓 さ を検討する 目 的で ， 単独菌 に よ る

膿瘍形成能お よ び各菌種 の 阻合 せ に よ る 相乗作用 の 有無 に つ い

て マ ウ ス 腹腔を 用 い て 実験 を お こ な っ た ．

対象 お よび 方法

王 ． 顎 口 腔領域閉塞膿瘍からの菌分離

1 ． 対象

1 99 1 年 7 月 か ら1 99 3年12 月 まで の30 か月 間に 金沢大学医学部

附属病院歯科 口 腔外科を受診 した 外来 また ほ 入 院患者 の う ち，

顎 口腔領域に 閉塞膿瘍が認め られ た1 10 名 く男性 ， 5 9 名 二女性，

51 名I を対象と した ． 対 象患者の 平均年齢ほ42 ． 1 歳 く7 〆 － 7 8 歳I

で あ っ た ． 対象症例の 内訳ほ ， 板尖性歯周炎 に よ る もの が44

例， 辺縁性歯周炎に よ る もの が15 例 ， 歯根褒胞 の 2 次感染症例

乃祝 CJ e 戊古址 m
j
ダ混ざ0 占d C f g r言祝 m 乃祝 C g g d f 祝 れ ニ P ． 玩血汀 循 姶虎視

凸 職 ル ね眈 H 元 物 職 肌 抗り 5 ． d 乃gよ乃 0 ざ混ざ， ぶけ 申 ね C O C C 祝ぶ d 乃 gi 乃 O g 祝ぶこ 且 c o 乃ざf ggg 戊ま祝ぶ， 5 如 卯O C O C C 祝ぶ C O 7 Z 古土ggZ 戊 抽 ぶこ

ぶ． f 柁ねr m g di 混ざ
，
5 わ で少ね C O C C 祝ぶ i 和才g r ナ乃 g dよ祝 ぶこ ぶ． m iJヱg rよ

，
ぶ 加 担O C O C C 祝 ざ m よgヱe rよ



口腔感染症 の 起炎菌

19 例 ，
そ の 他の 顎嚢胞 の 2 次感染28 例 ， 歯冠周 囲炎 2 例 ， 原因

不 明の 頼部膿瘍 2 例で あ っ た く表1 コ． な お ， 歯根褒胞に つ い て

は
，
レ ソ ト ゲ ソ 所見に お い て 原因歯の 根尖部に 歯根膜線 か ら移

行 した 円形 で 辺縁の 明瞭な単房性の 透過像 を示 すもの と して 板

尖性歯周炎 と区別 した ．

2 ， 炎症 の 重症度分類

石川 ら
匂
と B h a s k a r

別
の 炎症 の 臨床像お よ び歯科

． 口 腔外科領

域に お け る抗生物質の 効果判定基準
6－

を参考に ， 決 定 因 子を 出

来 る限り少 なく して 簡便に な る よ う ，
一 般に 炎症 の 5 徽供と 言

わ れ て い る痔痛 ， 踵脹 ， 発赤 ， 熱感 ， 機能障害 をも とに 炎症の

強 さを 点数化 し， 1
へ 3 点 ，

4 へ 5 点 ，
6 へ 1 0 点 を 示 す場合

各々 軽症型一 中等症型 ，
重症型 と した く表 2 I ．

3 ． 膿瘍内容液採取法

膿瘍周圃を ポ ピ ド ン ヨ
ー ドに て消毒後 ，

2 ％塩酸リ ドカ イ ン

く1ノ80 ，0 0 0 ェ ビ レ ナ ミ ン 含フ削 を用 い て 浸潤麻酔を行 っ た t 滅菌

ロ
ー ル ワ ッ テ で防湿 を行 っ た後 ， 内容液 を18 ゲ

ー ジ針付き注射

器で 穿刺吸引 した ． 検体 は速や か に ケ ン キ ポ
ー タ ー

令
くク リ ニ

カ ル ． サ プ ラ イ
， 岐 阜H に 注入 して ， 当科研究室に 搬送 した ．

4 ． 菌の 分離 ． 培養 法

被験材料を直接培地に 塗抹する こ と に よ り菌分離を行 っ た ．

T a bl e l ． O b s tr u c ti v e a b s c e s s c a s e s e x a m i n e d

7 9 5

嫌気培養に は非選択培地と して ブ ル セ ラ H K 寒天培地 く極東製

薬 工業 ， 東京1 ある い は 変法 G A M 寒天 培地くニ ッ ス イ ， 東

京1 ， 嫌 気性 グ ラ ム 陰性梓菌の 選択培地と して P V 加 ブ ル セ ラ

H K 寒天培地く極東製薬工業I を ， 好気培養 に は 5 ％羊血 液寒天

培地くニ ッ ス イブある い は変法 G A M 寒天培地 を使用 し缶 ． 採取

した膿汁1 白金耳 を寒天平板に 塗抹 して ， 3 7てこで それ ぞれ 嫌気

性菌は 4 日 か ら 7 日間嫌気培養， 好気性菌ほ 2 日 か ら3 日間好

気培養後 ， 形態 ，
色調， 溶血 性な どの 性状が 異な る 集落 を釣菌

し
，
そ れ ぞれ 変法 G A M 寒天培地を用い て 純 粋分離菌株 を得

た ． 嫌気培養に よ り分離され た 細菌に つ い てほ 好気培養 およ び

徽好気培養を行い ， 偏性嫌気性菌の 確認を行 っ た ．

嫌気培養ほ G a s P a k
辱コ
くB B L ， C o c k e y s vi ll e ， U S A l ある い ほ ア

ネ ロ パ ッ ク
命
く三 菱 ガス 化学 ， 東 尉 を用 い ， 徴好気培養ほ ア ネ

ロ パ ッ ク
．

キ ャ ン ビ ロ
魯
く三 菱ガ ス 化 勒 ある い ほ ア ネ ロ パ ッ ク

． c o 2
命
く三 菱 ガ ス 化学I を 使用 した ．

5 ． 分離菌株 の 同定法

純粋分離菌株 に つ い て は ， B e r g e y の マ ニ ュ
ア ル

7I8I
お よ び

C ol o r A tl a s a n d T e x tb o o k of D i a g n o s tic M i c r o bi ol o gy
gl
に 従い

同定 した ． な お ， 嫌気性菌 に 関 して は R a p I D A N A n シ ス テ

ム
命
く1 n n o v ati v e D i a g n o s tic S y s t e m s ， I n c ． ， A tl a n t a ， U S A l を ，

N u m b e r of c a s e s

C a u s a ti v e d is e a s e

of
o b s tr u c ti v e a b s c e s s

T o t al

n u m b e r

of c a s e s

S e v e rity g r a d e of i nf e c ti o n
lI

M ild M o d e r at e S e v e r e

P e ri a pi c al p e ri o d o n titis

M a r gi n al p e ri o d o n titi s

P e ri c o r o niti s

S e c o n d a r y i nf e c ti o n af te r

R a di c ul a r c y s t

慧親許袈
O th e r c y s t

B u c c al a b s c e s s

9 1 9 1 6

6 6 3

0 1 1

1 2 4 3

1 7 3 0

7 1 0

0 1 1

al R ef er t o T a ble 2 ．

T a bl e 2 ． S c o rl n g Of cli n i c al fi n d i n g s of o b s tr u c ti v e a b s c e s s

C li ni c al fi n d i n g S c o r e

S p o n t a n e o u s p ai n

P e r c u s s i v e o r

O P P r e S Si v e p a l n

S w elli n g

R e d n e s s o r h e a t

B o d y t e m p e r a t u r e

F u n c ti o n al d is t u r b a n c e

F aiT ， 0 ニ m O d e r a t e p al n ， 1 i S e V e r e P a l n ， 2

F air
，
0 ニ m O d e r a t e p ai n ， 1 ニ S e V e r e P ai n ， 2

N o s w elli n g ， 0 ニ wi thi n th e o ral li m it s ， 1 こ

e x t e n d i n g s w elli n g t o f a ci al r e gi o n ， 2

N o r e m a r k a bl e c h a n g e ， 0 こ r e m a r k a bl e c h a n g e ， 1

く3 7 ．O C
，
0 ニ 之37 ．0 て ， く 3 7 ．5 C ． 1 こ 墓37 ．5 C

．
2

N o r e m a r k a bl e c h a r唱 e ， 0 ニ r e m a r k a bl e c h a n g e ， 1

S c o r e s l q 3
，
mi 1d g r a d e ニ S C O r e S 4

－ 5
，
m O d e r a t e g r a d e ニ S C O r e S 6

－ 1 0
，
S e V e r e

g r a d e ．



7 9 6

S t r e p t o c o c c u s に は R a p I D S T R シ ス テ ム
命
u n n o v a ti v e

D i a g n o s ti c S y st e m sl を 使用 し， 同定の 補助と した ．

工 ．
マ ウス 腹腔内膿瘍形成能の検討

1 ． 使用 動物

IC R 系の C rj ニ C D －1 マ ウ ス く雌 ，
5

J
b 7 適 齢 ， 体 重 21 旬

2 6 glく日本チ ャ ー ル ズ リバ
ー

， 横浜1 を 用 い た ．
マ ウ ス は 1 ゲ

ー

ジ に 5 匹 入れ ， 実験 動物用固形飼料 M F くオリ エ ン タ ル 酵母 工

業 ， 東京I を給餌 し， 水道水を 自由摂取 させ て 飼育 した ．

2 ． 使用菌株

標準菌株 と して塩野義製薬株式会社研究開発推進部か ら分与

さ れ た F u s o b a c t e ri u m n u cl e a t u m くF ． n u cl e a t u m l A T C C－

2 55 8 6
，
P r e v o t ell a i n t e r m e di a くP ． i n i e r m e d i al A T C C 2 5 61 1 ，

S tr ep t o c o c c u s c o n s tell a t u s くS ． c o n s t ell a t u sI A T C C 2 7 8 2 3 を用

い た ． ま た ， 当科臨床分離菌株で 同 一 検体の 組合せ と して
， 急

性根尖性歯周炎の － 検体か ら分離 し た ぶ． c o 乃ざ孟ggJ d f 祝ご 7 5 R S l
，

P ． 血 g r 7 乃g dゴロ 7 5 P V l ， ダ， 門 紬イ飢正弘 m 7 5 P V 5
， 別症例 の 急性板

尖性歯 周 炎検 体 か ら 分 離 し た 5 ． c o 乃ぶ亡egg 戊f 祝ぶ 8 6 R S 2
，
ダ ．

m 疋 ね出血 椚 86 P V 2
， 急性辺縁性歯 周炎 の

－

検体 か ら分離 L た

S ． c o TZ St ell a t u s 9 0 R S l
．
F ． n u cl e a t u m 9 0 P V l

． さ らに そ れ ぞわ

別 々 の 急 性根尖性歯 周 炎検体 か ら分 離 し た P ． f乃亡e r 7 花e d古庄

7 6 P V 3 ， 1 0 6 P V l
，
の 合計12 株 を使用 した く蓑 3I ． こ れ らの 株ほ

使用 時ま で滅菌 ス キ ム ミ ル ク に 懸濁 して ，
－

7 0 C で 凍結保存し

T a bl e 3 ． S tr ai n s u s e d i n i nf e c ti o n e x p e ri m e n ts

S tr ai n
AI

S o u r c e

R ef e r e n c e s t rai n

S ． c o n s t eu a t u s A T C C 27 8 2 3

F ． n u cl e a t u m A T C C 2 5 5 8 6

P ． i n te r m c di a A T C C 2 5 61 1

C li n ic al is ol a t e

ぶ． c o 花 ぶf ggg d f 混ざ 7 5 R S l
bI

ぶ． c o 71 g f ggg 仁王祝ぶ 8 6 R S 2
bI

且 1 骨 那 加 丑止 M 9 0 R S l

ダ． 乃鮎 Cヱg 戊監視 m 7 5 P V 5

凡 乃祝 Cg g 戊と祝肌 86 P V 2

ダ． 椚 疋 ね闇甑刑 90 P V I

P ． g 花王e r ナ乃g d古口 7 5 P V 3

P ． f 花王g r ナ乃e df d 7 6 P V 3

P ． f 花王g r 椚 g d f d l O 6 P V l

P u r ul e n t pl e u r l S y

U n k n o w n

U n k n o w n

A c u t e p e ri a pic a l

A c u te p e r l a P IC a l

A c u te m a r g l n a l

A c u t e p e r l a P I C al

A c u t e p e ri a pi c al

A c u t e m a r gi n al

A c u t e p e ri a pi c al

A c u t e p e ri a pi c al

A c u t e p e ri a pi c al

P e ri o d o n titi s

P e ri o d o n titi s

P e ri o d o n titis

P e ri o d o n titi s

P e ri o d o n titi s

P e ri o d o n titis

P e ri o d o n titi s

P e ri o d o n titis

P e ri o d o n titis

aコ 5 － C O 乃g土g 肋 叫 ぶけ 中 細 O C 川 エ C O 乃ぶ亡g 仇 加 ざノ ダ■

．

乃沈CJ g 瓜f 祝 m
，

F 混ざO占d C fg r言祝 m 乃祝Cヱg 戊土祝 m
．

．

P ．よ乃f g r 椚 gdよ戊
，
P r e リ0土gヱ上皿 l 花王曾r m e d f 戊，

bI C a p s ul e －P O Siti v e s tr ai n ．

M il d M o d e r a t e S e v e r e

C li n i c al s e v e r l t y g r a d e

F i g ． 1 ． I nf e c ti o n p a tt e r n i n l l O c a s e s of o b s tr u c ti v e a b s c e s s e s ． M ild ， 51 c a s占s ニ m O d e r a t e ， 3 5 c a s e s ニ S e V e r e ， 2 4 c a s e s ． ロ ，

g r a m
－

p O Siti v e c o c c i＋g r a m
－
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口腔感染症の 起炎菌

た ． 尚 －
H is s の 英 膜 染色 法 に よ る 英膜 染色

10I
で ほ

，
ぶ，

c o n s t ell a t u s 7 5 R S l と 86 R S 2 が 明 らか な陽性と して 認め ら れ

た ．

3 ． 接種菌液の 作製

凍結菌液を解凍 して ， 変法 G A M 寒天培地 で48 時間嫌気培養

後 ． 生 じ た 集落 を G A M ブ イ ヨ ソ くニ ッ ス イ1 2 血 中 に

1 0
g
へ 1 0

11
コ ロ ニ

ー

形成単位くc ol o n y f o r mi n g u n it， C F U V m l に な

る ように 懸濁 し， 菌液を作製 した ． そ の 原 液ある い は1 0倍段階

希釈液の 0 ．2 m l を マ ウ ス 腹腔内に接種 した ． 混合接種の 場合ほ

各 々 0 ．l m l ずつ 合計 0 ．2 m l を接種 した ． 接種菌量は ， 接種後直

ち に 定量培養法 を行 っ て 算定 した ． 混合 菌株 の 風合せ は 凡

習祝Cg g d f 祝 m と 5 ． c o 乃ぶf ggg d 抽ざ で ほ 4 組 と し， 標 準菌株間の 阻合

せ を 1 観 ， 他 の 3 組 ほ 同 一 症 例 か ら の 分 離株 と し た ． P ．

f 乃壬g r 7 乃 gd g d と の 混合感染は ， 特に 取 合 せ を 限定 せ ず に 供試 し

た ． な お
， 対照と して 菌末混入 の G A M ブイ ヨ ン 0 ．2 m l を マ ウ

ス 腹腔内に 接種 した ．

4 ． 腹腔内膿瘍の 検索

菌接種後 7 日目 に 致死させ ， 腹腔 内膿瘍 を検索 した ． 検索方

法は 田 中ら
III
の 方法 に 従い 行 っ た ． すな わ ち

，

マ ウ ス を ジ ェ チ

79 7

ル エ ー

テ ル で麻酔 して 致死 させ ， 背位保達 して 腹腔内を露出し

た ． 膿瘍形成が認め られ た場合に は
，
そ の 形成部位 ， 長径お よ

び 短径， 肉眼的所見を記録後に 摘出 し， 膿瘍内容物 の 直接塗抹

標本の 作製 ， 内容物か らの 菌の 回収 ， 膿瘍の 組織標本 の 作製 に

供 した ． 膿瘍の 判定は ， 田 中ら
l り

，
S h a pir o ら

121

，
の 方法忙 従 っ

た ， すなわ ち
，
グ ラ ム 染色で 多形核白血球と菌体 の 確認が で き

る膿汁を多量に 含 む 内腔の ある塵癌 で ， そ の 内容液く膿汁1 か ら

接種菌を 回収で きる場合を膿瘍と判定 した ， た だ し， 1 匹当り

の 膿瘍形成数ある い ほ膿瘍を形成 した マ ウ ス の 数が少な い 場合

に ほ
． 内容液か らの 菌の 回収 ，

病理 組織学的検索 の 順序 で優先

的に 供 した ．

5 ． 膿瘍中細菌数の 測定

腹腔内か ら無菌的に 採取 した膿瘍を テ フ ロ ン ホ モ ジ ナ イ ザ ー

で ，
2 m l の G A M ブイ ヨ ソ と 共に 均 一 化 した ．

こ れ を10 倍段階

希釈 し， 膿瘍1 個 当りの 生 菌数を算定 した ． な れ 単独菌の 場

合に ほ ． 変法 G A M 寒天 培地 を用 い たが ， 複数菌接種で の 測定

に は
1
P ， f 扉 g r m ed i d およ び F ， 乃祝 Cg g d f 祝 肌 用 に は P V 加 ブル

セ ラ H K 寒天培地 を選択培地と して 使用 し， ぶ． c o 那 加仏 紙 侶 の

測定に ほ変法 G A M 寒天培地 を徴好気培養 して 算定 した ．

T a bl e 4 ． A e r o b e s i s ol a t e d f r o m o b s tr u c ti v e a b s c e s s e s
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7 9 8

6 ． 病理標本 の 作製

摘出した膿瘍を10 ％ホ ル マ リ ン に て 4 て二， 2 4 時間固定 した ．

常法に 従い パ ラ フ ィ ン 包唾 し ， 3 声m の パ ラ フ ィ ン 切 片を 作製

後， H E 染色を 行 っ た ．

m ． 統計学的検討

属性 の 有無 の 有意差検定は ， Z
2

検定 を 行 い ，
必要 に 応 じて

Y at e s の 連続補正 を行 っ た ． それ らは 5 ％未満の 危険率をも っ

て 有意 と した ．

成 績

工 ． 顎口 腔領域化膿性感染症の重症度別検出菌

1 ． 閉塞膿瘍 か ら の 菌の 分離

11 0 症例か ら総計437 株， 好気性菌14 8 株 く33 ．9 ％1 ， 嫌気 性菌

289 株 く66 ．1 期 ，
が 分離 され た く表4 ， 51 ．

T ab l e 5 ． A n a ． e r o b e s i s ol at e d f r o m o b s t ru C ti v e a b s c e s s e s

軽症型51 症例か ら は総計1 89 株， 好気性菌81 株 く42 ．9 ％I ， 嫌気

性菌108株 く57 ．1 ％1 が 分離 され た ． 菌種別に ほ ざ． c o 乃ざ土ggg d 如
，

次 い で 凡 乃祝 Cg e d 王祝 m
，
P ． 血 g r 7 乃g d古庄

，
ぶかで舛O C O C C 混ざ O r 瓜 毎

5 れ ゆ比忙 O C C 鋸J m 最 ぶ が 多く分離 され た ． 中等症塾35 症例か ら総

計140 株 ， 好気性菌41株 く29 ．3 ％I ， 嫌気性菌99 株 く70 ．7 矧 が 分離

さ れ た ． 最 も 多 く分 離 さ れ た 菌種 ほ P 坤 ね ざ如 夕ね C O C C 祝ざ

m g c r o ざ で あ り ， 次 い で ダ． 乃祝Cg g d 紬 m
，
ぶ． c o 7 1 J土ggg d f 混ざ， P ．

f 乃f g r 7 乃e d f d が 多く 分離され た ． 重症型24 症例か らほ 総計1 08株
，

好気性菌26株く24 ．1 ％I ， 嫌気性菌82 株く75 ．9 ％1 が 分離され た ． 最

も多く分離され た菌種 は ぶ． c o 乃ざfggg d孟混ざ お よ び A 坤血 劇 作 朗一

o c o c c 混ざ 椚 たr o g で あり
，
次 い で ダ． 乃祝CJ e 戊と祝 m

，
P ． わ加 r m gd f d

，

G g m ggね m o r占右打o r祝 m が 多く分離 され た ．

各病型に お ける総分離菌株数に 対す る嫌気性菌の 分離数の 割

合 は ， 重症型お よ び 中等症型に お い て 軽症型 よ りも有意 に 高い
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結果であ っ た くp く0 ．0 引 ．

2 ． 顎 口腔領域化膿性感染症の 感染形態

り 重症度別 に み た 好 ． 嫌気性菌感染

11 0症例 の う ち好気性菌感染が11 例 H O ．0 ％1 ， 嫌気性菌感染が

20 例 く18 ．2 瑚 ，
好気性菌 と嫌気性菌 の 混合感染 が79 例 く71 ．8 瑚

で あ り ， 嫌気性菌は99 例 く90 ．0 ％1 の 症例か ら分離 され ， 1 症例

当り平均4 ．0 株分離 され たく蓑 6I ． 軽症型 の 感染形態 は ， 好気性

菌感染 8 例く1 5 て％L 嫌気性菌感染6 例く11 ．8 卿 ， 混合感染が37

症例く72 ．5 ％1 で51 症例 中43 例く84 ．3 ％I か ら嫌気性菌が検出され

た ． 検体か らの 検 出菌数は平均3 ． 7 株で あ り ， 3 菌種分離例が

15 症例 く29 ．4 瑚 と最も多か っ た ． 中等症型 は ， 好気性菌感染が

1 症例く2 ．9 ％I ， 嫌気性菌感染 6 症例 り7 ．1 ％I ， 混合感染28 症例

く80 ．0 ％1 で あり ， 3 5 症例中34 症例 く97 ．1 ％1 か ら嫌気性菌 が検出

0
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0
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－

7 9 9

され た ． 1 症例当り の 検出菌数は平均4 ． 0 株 で あ り ， 5 菌種分

離例が 8 症例く22 ．9 ％う と最も多か っ た ． 重症型ほ ， 好気性菌感

染 2 症例 く8 ．3 ％ン
， 嫌気性薗感染 8 症例く33 ．3 ％う， 混合感染1 4 症

例 く58 ．3 瑚 で あり ， 2 4 症例 中22 症例く91 ．7 期 か ら嫌気性菌が検

出 され た ． 検体か ら の 検出菌数は平均4 ． 5 株 で あ り ， 5 菌種分

離例が 8 症例く33 ．3 ％うと 最も多か っ た ．

そ れ ぞれ の 重症度間に お い て ， 嫌気性菌の 分離率 に 有意差は

認め られなか っ た が ， 軽症型 で ほ 嫌気性菌 の 分離率 が や や 低

く 1 好気性菌感染の 割合が高値 で あ っ た ．

1 検体当り 4 菌種以上分離され た症例数を重症度別に比較 し

た場合 ， 好気性菌感染な らび に 嫌気性菌感染に つ い て ほ 有意差

ほ認め られ なか っ た ． しか しなが ら ， 混合感染に おけ る 4 菌種

以上分離症例数 は ， 軽症型で は37 症例中24 例 く6 4 ．9 瑚 ， 中等症
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型 で は28 症例中18 例 く64 ．3 ％1 ， 重症型で ほ 全症例が 4 菌 種 以 上

で あ り
， 重症型で ほ 他の 病塑に 比 べ 1 症例当り の 分 離菌種数が

多い こ と が示 され た くp く0 ．05 1 ．

2 う 重症度別 に み た グ ラ ム 染色性に よ る感染形態

全体で は ，
グ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム 陰性梓菌を含む症例が多

く ，
84 例く76 ．4 ％うに 認め られ た ． ま た

，
グ ラ ム 陽性球菌は11 0 症

例中1 05 例 く96 ．0 ％I か ら検出 され た ． 軽症型の グ ラ ム 染 色性 に

よ る検出菌の 組合せ を検討 した と こ ろ ， グ ラ ム 陽性球菌 と グ ラ

ム 陰性梓菌を含む観合せ が35 症例 く6 臥6 ％う で 最も多く ，
グ ラ ム

陽性球菌の 分離率ほ92 ． 1 ％ で あ っ た く図 1 I ． 中等症型は グ ラ ム

陽性球菌 と グ ラ ム 陰性梓菌 を含 む 組合 せ が3 5 症 例 中2 8 例

は0 ．0 ％I に 認め られ ，
3 4 例く97 ．1 ％1 か ら グ ラ ム 陽性球菌が 検出

さ れ た ． グ ラ ム 陽性球菌 が 検出 さ れ な か っ た 1 例 ほ ，
凡

別 路 ねd 減 刑 単独感染症例であ っ た ． 重症型 でほ ，
グ ラ ム 陽性球

菌と グ ラ ム 陰性梓菌 を含む組合せ が24 症例中21 例 く87 ．5 瑚 で ，

1 8 例 く7 5 ．0 瑚 ほ グ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム 陰性梓菌の み が 検出さ

れ た ． ま た ， 全て の 症例か ら グ ラ ム 陽性球菌が検出され た ．

い ずれ の 病型もグ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム 陰性樟菌を含 む感染

型態が多く認め られ た ． また ， 統計上 有意差は認め られ な か っ

た が
， 軽症型で は そ の 比率 はや や 低く ， 重症症例ほ ど高く な る

傾向で あ っ た ．

3 ． 顎 口 腔領域化膿性感染症 の 各重症度 に 対する各種細菌の

分離率

り グ ラ ム 染色性別分離率

好気性 グ ラ ム 陽性球菌の 分離率ほ ，
軽症型76 ． 5 ％ ， 中等症型

71 ． 4 ％ ， 重症 型66 ． 9 ％で あり ， 症状が 軽い ほ ど分離率 が高く な

る傾向を認め た く図2 1 ． 避に ， 嫌気性 グ ラ ム 陽性球菌 の 分離率

で は軽症型33 ．3 ％， 中等症型68 ． 6 ％ ， 重症型79 ．2 ％で あり ， 症

状 が強くな る ほ ど分離率 が高くな り ， 軽症型と 他の 病型と の 問

に 有意差を認め た くp く0 ．0 11 ． 同様 に 嫌気性 グ ラ ム 陰性梓菌 の 分

離率も軽症型70 ．6 ％， 中等症型77 ． 1 ％ ， 重症型8 7 ． 5 ％と重症例

ほ ど高 い 割合 で 検出 され た が 有意差 は み られ な か っ た ． 分離率

の 低 い グ ラ ム 陽性梓菌 ，
グ ラ ム 陰性球菌お よび 好気性 グ ラ ム 陰

性梓菌を ま とめ て 比較す る と ， 重症 型く20 ．8 ％1 よ りも 軽症型

く49 ．0 瑚 の 方が 様 々 な細 菌 が 分離 され る傾 向 に あ っ た くp く

0 ．0 引 ．

2う 高頻度分離菌の 分離率

5 汁ゆ ねC O C C 祝 J の 分離率は 軽症型72 ． 5 ％ ， 中等症型71 ． 4 ％ ，

重症型66 ． 7 ％ で
，
軽症型ほ ど高い 傾向に あ っ た が ，

5 加夕 眈 0一

打 M H 矧 鮎 m H 鼠 7扁損前つ グ ル ー プ t5 如タわ C O C C 祝ざ d れgご乃0ざ祝ぶ

くぶ． d れgi 乃O J 祝 Jl ， 5土r 坤 拍 C O C C 祝ざ オ乃士官r 7 乃 ed f祝J くぶ． J 乃壬g r 7 乃 gdご混ざ1 ，

5 ． c o 乃J亡ggg d 土祝ざコ の 分離率ほ逆 に ， 軽症型43 ． 1 ％ ， 中等 症型

57 ． 1 ％
，
重症型66 ． 7 ％ と重症型ほ ど高率で あ っ た ． 最も高頻度

に 分離 された 5 ． c o 乃丘f ggg d f 祝 J は
，
重症型に つ い てほ58 ． 3 ％の 関
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口腔感染症の 起炎菌

与を 示 した く図3 ユ． P 中 細 如夕比忙 O C C 混ざ は 軽症型23 ． 5 ％， 中等

症型60 ． 0 ％ ，
重症型66 ． 7 ％に 認め られ ， 重症型と 中等症型に お

い て 高い 割合で分離 され た くp く0 ，0 り ． な か で も P 坤 ねぎ 輌 匪

o c o c c 祝ぶ m g C r O ざ は 中等症型54 ． 3 ％ ， 重症型58 ． 3 ％の 高い 割合で

分離 され た ． 鮎 ざ0古庄 C亡g rf祝 m と タr g u o f egg d ほほ ぼ 同様 の 傾向を

示 し ， そ れ ぞれ 軽症型43 ． 1 ％ ，
4 7 ． 1タ古， 中等 症型5 4 ． 3 ％

，

5 7 ． 1 ％
，
重 症 型5 4 ． 2 ％ ， 5 8 ． 3 ％ の 割 合 で 分離 さ れ た ．

P r g リ O f ggg d の
一 部も含 まれ る黒色色素産生性嫌気性 グラ ム 陰性

梓菌を検討 した と こ ろ ， 軽症型56 ． 9 ％ ， 中等症型51 ．4 ％， 重症

型79 ． 2 ％ に 認め られ ，
い ずれ の 病塾 に お い て も高い 分離率を 示

した ．

以上 の 結果 ， 症状 の 強 い 症例ほ ど嫌気性 グ ラ ム 陽性球菌 ， 特

に P 呼 如 かマタ紬C O C C 混 ざ が 分離 され くp く0 ．0 り， ま た有意差ほ な

い も の の 且 押最知イ グル ー プ
，
P r g u o 紬gg d

，
ダ祝ぶ0占d C f g r 山肌 の 分

離率が高 い 傾向が認め られ た ．

E ． 顎 口 腔領域化膿性感染症からの高頻度分離菌による マ ウ

ス 腹腔内に お け る膿瘍形成能 ．

分離 頻度 の 高 か っ た ぶ． c c け1 蝕 沼 加 那
卜
凡 7 仙 減 融 射 れ f ．

血 g rナ乃 gd f d の 膿瘍形成能に つ い て ， そ の 菌液を マ ウ ス の 腹腔 に

注射す る こ とに よ り検討 した ．

1 ． 単独感染の 膿瘍形成率

ぃ 凡 乃祝Cg g d 王祝 m 単独感染

凡 乃祝Cエビd孟祝 m は供試 した すべ て の 菌株共 に ，
1 0
T
C F U 接種 し

たと きに膿瘍形成が認め られ ，
1 0
8
C F U 以上 の 接種で は 形成率

80 ヘ ノ1 0 0 ％を示 した ． ま た
，
1 0
9

C F U 台ま で の 接種菌量の 場合で

803

も発死する マ ウ ス ほ 認め られ なか っ た く表 7 J ． 膿 瘍形成個数は

全体で 1 匹 当り平均1 ． 1 個で あり ， 膿瘍1 個 当 り の 生 菌数 ほ 1

1 0
4
p－v l O 7C F U で あ っ た ． 膿瘍 の 肉眼的所見 ほ黄白色の 塊状 で ，

分布は 胃の 大賀周匪が最も多く ， 小腸 ． 腸間膜 ，
下腹部脂肪鼠

織内な どに も付着 して 認め られた く囲 4ン． 膿瘍 の 病理組織学的

所見は ， 外層を 線維芽細胞お よ び コ ラ
ー ゲ ン を多量 に 含む層 －

そ の 内側を多形核白血球お よ び壊死組織を含む層 に 分別 して観

察 で きた が ， 多くの 膿瘍は 中心 に 壊死 性観織塊 を認め る明瞭な

3 層構造を示 した く図5 う． そ の 魁織像ほ標準菌株 と臨床分離菌

株 で 著 L い 違 い は 認め られ な か っ た ．

2 トR わ舶 用 肌 巌 単独感染

P ． i n t e r m e di a A T C C 2 5 61 1 に つ い て は 1 ．7 x l O
5

－ 1 ．7 x l O
ID

C F U ， P ． i n t e r m ed i a 7 5 P V l 株 に つ い て は ，
3 ．8 x l O

6
－ 3 ．8 x

l O
9

c F U ， P ． t n t e r m c d i a 7 6 P V 3 株 に つ い て は ，
3 ．2 x l O

5
－

1 ．2 x l O
lO
C F U ， P ． i n t e r m ed i a l O 6 P V 3 株 に つ い て は 4 ．4 x

l O
6

－ 4 ，4 x l O
g
C F U の 接種菌量に つ い て 検討 したが ，

い ずれ の 場

合に も膿瘍形成 お よ び マ ウ ス の 尭死 は認め られ な か っ た ．

3う 5 ． c o 那 土eJg d 紬 J 単独感染

5 ． c o rzJ 紬gJ 戊f 混ざほ各菌株で 異な っ た結果 が認め られ たく表 鋸 ．

S ． c o n s t ell a t u s A T C C 2 7 82 3 に つ い て ほ ， 1 9
9

C F U 以上 の 接種

で は膿瘍形成は認め られ た が ，
1 0
8
C F U 以下の 接種 で ほ 膿瘍形

成 は認め られ な か っ た ． ま た
，
1 0
川
C F U 台の 接種 で も膿瘍形成

率ほ低く ，
50 ％に すぎなか っ た ． しか し な が ら

， 有英膜株 の

7 5 R S l お よ び 86 R S 2 株の 膿瘍形成能 は高く ， 1 0
7

C F U 台の 接種

で も膿瘍形成が認め られ
，
1 0
g
C F U 台の 接種 で は 被験全 て の マ
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8 0 4

ウ ス に 膿 瘍形成 が 認 め ら れ た ． さ ら に 86 R S 2 株 で ほ ，

1 0
10
C F U 台の 接種量で接種後2 日 目ま で に 死 亡 する マ ウ ス が 認

め られ た ． 90 R S l 株ほ ，
1 0
10
C F U 台の 接種 で も膿瘍形成ほ認め

られ なか っ た ． 膿瘍形成が認め られ た 場合 ，
マ ウ ス 1 匹 当 り平

均1 ． 0 個が 形成 され ，
生菌数ほ 10

6
へ 1 0

8
C F Uノ膿瘍 で あ っ た ． 病

理学 的所見ほ ， ダニ 乃捉Cg g 広之祝 椚 に よ る膿瘍と 著 しい 違 い ほ 認め

られ なか っ た ．

2 ． 混合感染 に よ る膿瘍形成率

1 1 F ． n u cl e a t u m A T C C 25 5 8 6 と S ． c o n s t ell a t u s

A T C C 2 7 8 23 の 混合感染

共に 1 0
g
C F U 台の 菌量 で 接種 した場合， 20 ％の マ ウ ス が 療種

後48 時間以内に衆死 し， 7 日 目ま で 生存 した 全て の マ ウ ス く8

匹う に 膿瘍形成を認め た く表 9 I ． また ，
単独感染 で ほ 膿瘍形成

を 示 さ な い S ． c o n s t ell a t u s A T C C 2 7 8 2 3 株 の 菌 量 く1 0
T
C F U

台1 と単 独感染 でも膿瘍形成 を示す F ． n u cl e a tu m A T C C －

2 5 5 8 6 の 最小菌量く10
7
C F U 台I の 混合感染で形成 され た膿瘍か

ら ダ． 川 路ね融加 研 が 1 が へ 1 0
T
C F Uノ膿 瘍 ，

5 ． m m 加 丑丑 那 が

10
6
へ 1 0

8
C F Uノ膿瘍 ， 検出され ，

接種後1 週 間 の 膿瘍内 に は ぶ．

c o 7 7 ざ紬gg d 亡祝ざ が比較的多い こ と が わ か っ た ． 両 者 の 接種菌量が

共 に 10
6

c F U 以下 の 混合感染で ほ ， 各単独感染 の 場合 と同様，

膿瘍 の 形成は 認め られ な か っ た ．

2 1 F ． n l LC l e a t u m 7
1

5 P V 5 と S ． c o TZ S t ell a t u s 7 5 R S l の 混合

感染

S ． c o n s t ell a t u s を 1 0
10

C F U 台 と し て ，
F ． n u cl e a t u m

l O
8

あるい ほ 10
9
C F U 台の 菌量 で混合接種する と ， 接種後48 時間

まで に 全 て の マ ウ ス は 尭死 した ． ダ． 乃祝Cg g 広地 m を 10
8
C F U 台，

5 ． c o 乃 由gZ d f祝ぶ を 10
8
c F U 台に 調整 して接種 した 場合 ， 致死率

は1 0 ％に 低下 した が ， 生存 した 全て の マ ウ ス に 膿瘍が 形成 され

た ． ま た
， 単独 接種 で は膿瘍形成が 認め ら れ な い 菌 量 ，

凡

n u cl e a t u m 1 0
5

C F U 台， S ． c o n s tell a tu s l O
6

C F U 台を混合接種

した 場合に もー 全 て の マ ウ ス に 膿瘍が 形成 され た ． 1 匹 当りに

形成 され た膿瘍 の 数 は接種菌量 に 比例 して 増加 し， 膿瘍 1 個当

り の 菌 数 は ，
F ． n u cl e a t u m b t l O

5
旬 1 0

B
c F U J

l

膿 瘍 ，
S ．

c o 7ユゴ亡egg d f 混ざ が 10 ト ー 1 0
7
C F Uノ膿瘍 であ っ た ． こ れ らの 結 果か

ら
，
こ の 組合せ で 病 原性 が相乗的 に 作用 して い る こ と が示 され

た ．

T a b l e l l ． A b s c e s s －f o r mi n g a bility of a n d vi a bl e b a c t e ri al c o u n t i n a b s c e s s e s c a u s e d b y m i x e d i n f e c ti o n of S ．

m 那 ね鮎 血 音 訓 d P ． f 乃f g r ナ乃g df d

s t r ai n

I n o c ul u m くC F Ul m o u s e， 慧慧芸霊芝芸霊三三芸
f
N u m b e r

詫諾忠霊害毒蒜
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口腔感染症の 起炎菌

3 ， F ． n u cl e a t u m 8 6 P V 2 と S ． c o n st ell a t u s 8 6 R S 2 の 混合

感染

F ． n u cl e a t u m を 1 0
g
C F U 台， S ． c o n s t ell a t u s を 1 0

10
C F U 台

で 混合接種 した 場合， 接種後48 時間ま で に 全て の マ ウ ス が 尭死

し た ． ダ． 削 げ ね加減 m を 10
8

C F U 台 ，
5 ． 召 肌 抽沼離 M を

10
g

C F U 台程 度の 菌量 で 接種する と接種後 2 日 目 ま でに6 0 ％が

死亡 し， 生存 した 全て の マ ウ ス に 多発性 の 膿瘍形成が認 め られ

た ． ま た ， そ れ ぞ れ単独 で 膿瘍形成 が み ら れ な い 菌 量 ，
凡

n u cl e a t u m l O
5
C F U

，
S ． c o n s t ell a t u s l O

6
C F U に 接種菌量を調節

した と こ ろ40 ％ に 膿瘍 が 形成 され ，
こ の 魁 合せ に お い て も相乗

効果が認 め られ た ．

41 F ． n u cl e a t u m 90 P V l と S ． c o n s t ell a tu s 9 0 R S l の 混合

感染

F ． 乃祝 Cg g d亡祝 m を 単独 感染で1 00 ％ の 膿 瘍形成 が み られ た

10
8

C F U 台 ， ぶ． c o 柁ぶ亡gZg d 亡祝ざ を単独感染 で 膿瘍形成が み られ な

い 10
川
C F U 台と して 混合 した場合 ， 接種後1 週間で1 00 ％の 膿

瘍形成率 を 認 め た ． 膿 瘍 1 個 当 り の 平 均生 菌数 は ，
ぶ．

m 別 離眈妨 M が 3 ．8 x l O
T

C F Uノ膿 瘍 巨
軋 れ肌 加 地 描 が 3 ．4 x

l O
6

C F Uノ膿瘍 で ぶ． c o 乃ざ土gヱヱd お の 方が 多い 結果と な っ た ． しか

しな が ら ， それ ぞれ 単独 で ほ 膿瘍形成 が み られ な い 菌量
，
凡

n u cl e a t u m l O
6
C F U 台 ，

S ． c o n s t ell a t u s l O
6
C F U 台で 混合接種

した 場合は ， 膿瘍 の 形成は 認め られ な か っ た ．

5 フ グ． 柁祝 Cg g 戊 抽 m と P ． 血 e r 7 乃e dよd の 混合感染

い ずれの組合 せも相乗的作用 ほ認め られ ず ， 膿瘍形成率 は

凡 乃祝 Cg g 成上祝 m 単独感染 と同様 の 結果 とな っ た が ， 接種 菌量 に

比例 して 形成さ れ る膿瘍の 個数が増加す る傾向に あり ， 形成さ

れた 全て の 膿瘍 か ら接種 した 両菌種が検出 され た く表10I ．

6 つ ぶ． c o 77 ぶ亡egg d 亡祝ぶ と P ． f 乃丈e r m gd f 戊 の 混合感染

S ． c o n st ell a 孟u s A T C C 2 7 82 3 株 単独 で 膿瘍形成 が み られ な

か っ た 菌量 り0
8
c F U 台う と ， 単独で は 膿瘍形成を 示 さ な い P ．

i n t e r m ed i a A T C C 2 5 6 1 1 ある い は 7 5 P V l 株を 混合 した と こ ろ

膿瘍 が形成 され た ． また
，
7 5 R S l 株お よ び 86 R S 2 株 単独感染で

ほ マ ウ ス の 尭死 が 認 め られ な か っ た 菌量く各 々 10
10

， 1 0
9

C F U

台l で の P ． i n t e r m ed i a 7 6 P V 3 ある い は A T C C 2 5 6 11 株 との 混

合感染 で は難死 が み られ ， 相乗的な作 用 が認め られ た く表1 い ．

す べ て の 膿瘍 か ら 両 接種菌 が分離 さ れ ，
そ の 生 菌数 ほ P ．

よ乃fe r7 乃 e di d が ぶ． m 丑 山 混離 鋸 と同等 ， ある い は よ り多く検出 さ

れ た ．
9 0 R S l との 混合で は

，
1 0
8
C F U ま で に 膿瘍形成は認め ら

れ な か っ た ．

考 察

常在菌叢 と は ， 外界に 通 じる皮膚や粘膜部位 に 常在する微生

物集団を示 す が ， 口 腔領域ほそ の 解剖学的特殊性の た め に
，
極

め て 多種類 の 微生物 に よ っ て特 徴的 な菌叢 が形成 さ れ て い

る
13 卜 15 1

． さ らに 近年 の ， 嫌気性菌培用法 ， 同定法の 進歩 お よ び

普及 に よ り
， そ の 中心 ほ 嫌気性菌 ， 特に 無芽胞嫌気性菌である

こ とが 確認された
略卜冊 1

． 従来よ り， 口腔常在菌は弱い 病原性 の

ため そ れほ ど重視 され て こ な か っ た が ， 呼吸 器感染症 で は ，

B a rtl e tt ら
19 ト 2 u
が 非結 核性膿胸に お い て 無芽胸嫌気性菌が起炎

菌 の 1 つ と し て 重 要 な 位 置 を 占 め て い る と し て お り ，

G o s sli n g
221
は 上 気道炎 ， 肺炎の 原 因と して 口腔常在菌 の 誤輝 を

示唆 し， 和睦領域 の み な らず各種感染症か ら 口 腔常在菌 ， 特に

嫌気性菌を起炎菌 とす る報告が増加 して い る ．
口腔外科領域で

は
， 歯槽膿 瘍．を 中心 と し た 検 索 が 多く 仁

乱 呵 加 00 00 町

80 5

P 咋 加 わで卯O C O C C 混ざ が主 要検出菌であるが ， 嫌気性 グ ラ ム陰性

樟菌の 検出率は施設に よ り異な っ て い る 脚 瑚 ．

一 般 に 常 在菌

が感染症を発症す る場合， 他称領域 で ほ 宿主の 免疫能等が低下

す る こ とに よ る
1－
が
， 歯科 口腔外科を受診す る化膿性感染症例

の 多く が基礎疾患 の な い 比較的健康な個体で ある ． こ の よ うな

健康な宿主 に ， 複数 の 口腔常在菌 が化膿性炎症 を発症させ る機

序に つ い て ほ
，
い まだ に 不 明 な点 が 少 な く な い ． こ れ ら の う

ち ， どの 検出菌が化膿性感染症発症 の 中心－と して ， ある い は 感

染初期か ら作用 して い るの か は 不 明 で あるが ， 検出菌自体は そ

の 感染症の 細菌叢を反映 してい る もの と 思われ る ． ある微生物

をある病原体 と決定す る場合 ， 参考と され るの が E o c h の 条件

で ある
恥13，

． すなわ ち
， り その 後生物 が例外なくそ の 病気 の 病

変部 に 証明され る こ と
，
2 フ そ の 微生物が そ の 病気以外の 病気

で ほ検出さ れ な い こ と ， 3 ぅ そ の 微生物を純培養 し， 培毒 の 代

を重ね た う え実験動物 に 戻 したと き， もとと 同 じ病気が再現 さ

れ ， か つ 病変部か ら披種 した菌が 回収 され る こ と ， と い う 3 条

件が示 され て い る ． しか し
，
病原 と して認め られ て い る細 菌で

も， 上 述の 条件全 て を満足さ せ て い な い 場合 もある ． 顎 口腔領

域化膿性感染症 で ほ 口腔常在菌が検出菌で あ り， そ の 検出状況

も報告者に よ り様 々 で り およ び 2 フ は あては ま らな い ． ま た

3 ぅ に つ い て も ， 動物皮下 一

粘膜下 に 検出菌を接種 した実験 は

多い が ， 接種菌が 完全に 回 収され て い る研究報告は少 な い
2 脚

そ のやめ顎 口腔領域化膿性感染症の 起炎菌を決定する こ とは 困

難で あるが ， 重症度別に 高頻度検出菌と そ の 感染形態の 傾向を

把捜 し
， 動物実験 で 高頻度検出菌 お よび 高頻度感染形態に よる

膿瘍形成能 を確認する こ とは
，
検 出菌の 起炎性 な らび に 病原性

を示 唆する こ とが で き， 臨床治療上 ， 投薬な どに 際 して 有用 で

ある と考え られ る ．

まず
， 今回 の 細菌学的検索で は 閉塞性化膿性感染症例を症状

の 強 さに よ り軽症型， 中等症型， 重症型の 3 型に 分類 して 検討

を行 っ た ． い ずれ の 炎症状態に お い ても90 ％前後で 嫌気性菌の

関与が認め られ ， 特に 中等症塾は35 症例中34 例く97 ．1 ％ンか ら嫌

気性菌が検出され た ． ま た
， 嫌気性菌 の み が検出され た症例は

重症型 に お い て他 よ りも高 い 傾向に あ っ た ． さ らに
， 嫌気性菌

の 総分離菌数 に 対す る割合ほ ， 中 等症型 く70 て％フ， 重 症 型

く7 5 ．9 ％トに お い て 軽症型 く57 ，1 ％1 よ り も有意に 高く くp く0 ．0 51 ，

化膿性炎症が強い 場合に ほ嫌気性菌 の 関与が重要である と思わ

れ る結果と な っ た ． 1 症例当りの 分離菌株数ほ ， 重症型お よび

中等症型で ほ 5 菌種分離例がそ れ ぞれ33 ． 3 ％
，
2 2 ． 9 ％

， 軽症型

で は 3 菌種分離例が29 ． 4 ％と最も多く ， 全 体で ほ 3 菌種分離例

が23 ． 6 ％と 高率に 認め られ た ． L e w i s ら
301
が

， 急性歯性感染症

か ら穿刺吸引法に よ り検体を採取 し迅速 に 嫌気培養を行い 報告

して い る9 編 の 論文を分析 したと こ ろ ， 1 検体当りの 検出菌は

平均2 ． 5 ヘ
ー

7 ． 4 株 で あ っ た と 述べ て い る ． また ， 急性 歯槽膿掛 こ

限 っ て 報告され て い る 7 編の 論文に つ い て も分析 して お り， こ

れ ら の 平均は2 ． 5 ヘ ノ 5 ． 8 株 で あ っ た ． 今回 の 検索 で ほ ， 軽症型

3 ． 7 株 ， 中等症型4 ． 0 株， 重症型4 ． 5 株 で あり ， 欧米の 報告 に 近い

結果が得 られ ， また ． 1 検体当り 4 菌種以上分離 され た症例数

の 割合ほ重症型 に お い て 軽症塾よ りも有意に 高くくp く0 ．0 軋 顎

口 腔領域化膿性感染症の 多くが 1 ，
2 菌種の 少数菌感染に よる

もの で ほなくノ 多数の 弱毒菌に よ り発症 して お り ，
さ らに ， 症

状の 増悪化に ほ複数菌感染が重要である こ と が示唆 され た ． グ

ラ ム 染色性 に よ る検出菌の 風合せ ほ ， グ ラ ム 陽性球菌と グラ ム

陰性梓菌を含む症例 が最も多く ， 軽症型68 ． 6 ％ ， 中 等症塾
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釦 ． 0 ％ ， 重症型87 ． 5 ％ に 認め られ た． ま た ， 重症型 で ほ グ ラ ム

陰性梓菌は必 ず グ ラ ム 陽性球菌と の組合せ で 検 出され て い る ．

さ ら に ， 嫌気性 グ ラ ム 陽性球菌 軋 軽症型に 比 べ 中等症塾あ る

い は 重症型で有意に 分離率が高い 傾向に あ っ たくp く0 ．0り ． こ れ

らの こ と か ら
， 化膿性炎症の 増悪期ある い は進展時 に お け る感

染形態は ， グ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム陰性梓菌の 混合感染 で ある

こ とが示 唆され た ． グ ラ ム 染色性に よ る感染形態を検討 した 報

告は少なく ， 近年の 細 菌分類学の 急速 な変化に よ り再分類 され

る菌種が多い こ とか ら， 他 と比較す る こ と は 困難で あ るが ，

L e w is ら
31I
が5 0 症例の 急 性歯槽膿瘍を検討 した と こ ろ ， 嫌気性

グ ラ ム 陰性梓菌が症例 の62 ％で 嫌気性 グ ラ ム 陽性球菌と と もに

検出され ， 症例の4 2％ で好気性グ ラ ム 陽性球菌 と ともに 検出 さ

れ た と述べ て お り， 今 回 の 報告同様 に 嫌気性グ ラ ム 陰性樟菌と

グラ ム 陽性球菌と の 関連性が高い こ と を指摘 して い る ． 菌種別

で は
，
い ずれ の 病 型か らも総分離菌 に 占め る割合が多 い 菌種

は ， ぶ． c o 乃ざfggJ d f 祝 ぶ
，
タ， わ加 r 7乃 gd f d

，
凡 乃鋸 Cg g d f 祝 m で あり

，
グ

ル
ー プと して 且 m igJ g rJ グル

ー プ 仁 黒色色素塵生性嫌気性 グ ラ

ム 陰性梓菌あ るい は タr e リ 0土gJg 戊 属 で あ っ た ． また
，
P 呼 ねざか甘一

夕 加 O C C 混ざ m わ r o J ほ ， 重症型 ， 中等症塑か ら高率に 分離 され た

くp く0 ．O lさ． 歯周疾患 の 起因菌 と して注 目 され て い る黒色色素産

生性嫌気性 グ ラ ム 陰性梓菌 ほ よ 軽 症 型56 ． 9 ％ ， 中 等 症型

51 ． 4 ％， 重症型79 ． 2％ に 認め られ ， 有意差は な い もの の 重症型

で高い 関与率を 示 した ． 黒色色素産生性 グ ラ ム 陰性梓菌あ るい

は P r g リ0 紬 肋 の 中に は 月－ ラ ク タ マ ー ゼ 産生株が存在す る場合

が あり， 特 に ， 抗菌剤が 投与 され て い るに も関わ らず炎症症状

が増悪化す る症例に ほ ，
そ の 存在を考慮 して 治療を行わ な けれ

ばな らな い と思わ れ る
3 綱 別

． S u n d q vi st ら
瑚
は板尖性歯周炎7 2 症

例 の う ち2 2 症 例 く30 ．6 瑚 か ら 黒色色素産生性 月d C 亡g r o Jd g ざ

rノつr g u o fggg戊 の 一 部 と P o 咋 わr o 7 托0 乃d ざノ を 検出 し， そ の1 6 症 例

く72 て矧 が 急性症状 を示 した と述 べ て い る が ， 浅田 ら
吋
は
， 各菌

の 症 例 に 占め る 割合 で 急性炎型 と慢性炎塾 を 比較す る と

月戊C ね r of d g ぶ に 差 ほ 認 め ず ，
5 輌 クね C O C C 混 ざ と 伽 卯 畑 咋 神 灯

o c c 混ざ が 急 性炎 型 に 高頻度 で あ っ た と 報 告 し て い る ．

H ei m d a hl ら
21

も B a c t e r oid e s の 関与率 は重症型と軽症塑 に 差ほ

な く
，
ぶわで夕亡O C O C C 祝ざ に つ い て も差 は な い と し て い る が ，

凡 J O占d C土g rf 祝m は重症型 に 有意に 高率 であ っ た と述 べ て い る ．

O g u n t e bi ら
3 61

も F u s o b a c t e ri u m が歯原性根尖性膿瘍の 約70 ％

に関与を認め た と 報告 して い る ． 今 回 の 分離率 の 検索結果 で

は
，
P 咋ね J 腑 卯O C O C C 祝 J に の み 重症型 と軽症型 の 間に 有意差 が

み られ たが ，
且 m fgJ g rよ グル

ー

プ
， 黒色色素塵生性嫌気性 グ ラ

ム 陰性梓菌 ，
凡 ぶ0みd r 紬 r i祝 m に も重症型ほ ど検出 され る傾向が

認 め られた ． 凡 ざ0みd ご亡e ri祝 m は 多く の 抗菌剤に 良好な感受性 を

示 す細菌で あ るが ， エ リ ス ロ マ イ シ ソ な どの マ ク ロ ラ イ ド系抗

菌剤に対 して非感受性株 が臨床上多く認め られ る
2I

． 宮内 ら
m
に

よ る と 凡 ざ0わd C土g ri祝 m の6 8 ％が エ リ ス ロ マ イ シ ソ 耐性 で ある

と述 べ て お り ， 中 ． 重症型症例に 対す る初期治療に お い て は ，

マ ク ロ ライ ド系抗菌剤 の 使用ほ合理的で は な い こ と が 今回 の 検

索か ら示唆 され た ． 重症型か ら高率 に 検出され る傾向に あ っ た

ユ タ最 仏前丁 グ ル ー プ は
，
ぼ 溶 血 ま た は 非溶 血 性 で あ る ぶ．

C O 乃J f egg 広地 J
，
ぶ． f乃f e r m e d 血 J と 月溶血 を 示す 鼠 広 明両 肌 肌 の

3 菌種の 総称で ，
G u th of

珊
が歯周膿瘍 よ り分離 した の が 最初の

報告例と思わ れ る ．
C o yk e n d a11 ら

叩
は これ ら3 菌種を 統合 して

且 d 咋gf 乃O J 混ざ と 呼称す る こ と を 拇喝 し て い た が
， 現在 で ほ

D N A － D N A ハ イ プ リ ダイ ゼ ー シ ョ ソ な どの 解析 に よ り 3 菌種

ほ 別の 菌種 である と され て い る
欄

． 木簡種 は ， ヒ ト の 口 腔 ， 腸

管な どの 常在菌叢 と して 広く分布 して い るが ， 欧米で は膿瘍形

成性起炎菌と して 早くか ら注目 され て お り ， 近年， 本邦でも呼

吸 器 感染症 に お い て そ の 重要性 が指摘 され て い る
22141 ト 棚

． しか

し
，
口腔外科領域で ほ 従来ほ ぼ ある い は r － ざ打電や比忙 O C C 祉 J t 嫌気

性 ざか郎 ね C O C C 混 ざ と して 扱 わ れ て い た と 考え られ る 報告 が多

く
，
ユ タ扇班別 グ ル

ー

プ に つ い て の 病原性や臨床的意義 は な お

充分に は解 明 され て は い な い ．

以上 の よう に ，
凡 乃祝Cg g d 地 肌 や P ． 正直汀 汀姶d b な どの 嫌気性

グ ラ ム 陰性梓菌 が 口 腔領域 の 膿瘍 か ら 分離 さ れ る 場合 ほ 1

ぶか甘舛 O C O C C 混ざ や P 坤ね ざ加 夕比忙 O C C 祝ざ の よ うな グ ラ ム 陽性球菌

と共に 混合感染形態で分離 され る こ と が多い と い う こ とが 今回

の 臨床症例 の 検討結果 で 確認され た ． さ らに
，
重症型 で は嫌気

性 グ ラ ム 陰性樟菌が検出された症例はす べ て グ ラ ム 陽性球菌と

同時に 分離 され て お り ， 中等症塾 に お い て も1 例 を除きグ ラ ム

陰性梓菌は グ ラ ム 陽性球菌と とも に 検出 され て い る こ とか ら ，

実験感染モ デ ル と して は こ の よ う な高頻度分離菌を混合感染 さ

せ た モ デ ル の ほ うが よ り臨床 に 近 い と言え る．
口腔領域か ら分

離 され る細菌の 膿瘍形成実験 は動物皮下に接種 した報告が多い

が
， 腹腔 を利用 した 検索は見当た らな い ． 腹腔は比較的広範閉

で無菌的状態の 観織間隙が広 が っ て お り多種臓器 が存在 してい

る こ と か ら ， 各種細菌の 膿瘍形成能 ， 病原性
上
組織付着性 な ど

を 検討す る上 で 有用 で ある と 思わ れ る ． ま た ， 腹腔 内に 形成 さ

れ る膿瘍 は l
一

塊と して摘出が可 能 で あ り生菌数 の 測定も容易

に 行い 得 る と い う利点を有す る ． 励 溺 れ 祓 町 れ 料 揖 の 病原性

の 研究は マ ウ ス 腹腔内モ デ ル の 確立 に よ り飛躍的に 進歩 し， 英

膜等の 細胞構成成分の 持つ 病原因子 と して の 役割解明に 寄与 し

て きた
45 ト 珊

． しか し
，
口 腔外科領域感染症 に お い て は ， 臨 床病

巣か らの 菌の 分離あ るい ほ検出菌 の 薬剤感受性試験 を中心 と し

た 検索 が多く ， 実際に 複数 の 検出菌の 中 で どの 菌 が化膿性感染

症の 主要起炎菌であ るか は 明 らか に さ れ て き て い な い ． そ こ

で
， 高頻度分離菌の 膿瘍形成能 ， 病原性な らび に それ ら の 関連

性を調べ る 目的で ， マ ウ ス を用 い た 実験を行 っ た ．

ま ず英膜の 有無と膿瘍形成能 と の 関係 で は 単独感染実験に お

い て
，
ぶ ． m 胱 加丑 丑 那 は 有英膜株 で膿瘍形成能が強く み られ ，

光学顕微鏡的に 英膜 が確認 できな か っ た 株ほ
，
膿瘍形成能が認

め られ な い か 弱い もの で あ っ た ． 5
．

． m fgg g rよ グル ー プ の 病 原因

子 と して は ， 英膜 多糖体 や ，
ヒ ア ル ロ ニ ダ ー ゼ

，
ゼ ラ チ ナ ー

ゼ
，
コ ラ ゲ ナ ー ゼ

， そ の 他 の 組織融解酵素が考 え ら れ て い る

が
，
い まだ 明 確で は な い

22I
． 新里 ら

SOl

，
B ro o k ら

51一

に よ る と 5 ．

m よgJ e rよ グ ル
ー

プ で ほ
， 英膜を 有す る株 で の 死亡 率 ， 膿瘍形成率

が高く
，
化膿性感染症 を惹起す るに は 英膜多糖体 を有す る こ と

が必要で ほ な い か と述 べ て い る ． 今回 の 検討 で も光学顕微鏡下

に お い て 明 らか に 英膜 が認 め られ た 株 で は 10
10

C F Uノマ ウ ス 程

度の 接種で死亡する マ ウ ス が認め られた ． しか し， 英膜が 認め

られ な い 株で も 1 0
10
C F Uノマ ウ ス の 接種菌量で膿瘍形成 が確認

出来る株 と全く確認出来 な い 株 とが あ り， 英膜 の 厚 さや 他の 因

子 も病原性に 関与 して い る可 能性が考え られ た ． 英膜わ存在は

膿瘍形成 に 関与する因子の 1 つ と考 え られ るが
，
ダ ． m 据 ゎ山一

祝m は英膜 ， 線毛1 鞭毛 を有 して い な い 細菌 で あり ， こ の 膿瘍

形成磯序 に 関 して は 不 明 な点が 多い ． 今回 の 実験で は l 供試 し

たす べ て の 株に 単独 で の 膿瘍形成が確認され ，
1 0
9
C F Uノマ ウ ス

まで の 接種菌量で は致死毒性 は認 め られなか っ た ．

一

方 ，
凡

椚化 ね仰 旭川 と ぶ． c 別那血兄k 廠机 の 混合感染実験 で ほ い ず れ も



口腔感染症の 起炎菌

げ C F Uノマ ウ ス 以上 の 接種菌量 の 組合せ で1 0 0 ％ の 膿瘍形成を

認め た が ， 明 らか に 英膜 が確認で きる ぶ． m 丑 山舶離 那 7 5 R S l 株

ある い は 86R S 2 株を 凡 乃祝Cg g d 亡祝 m と 混合接種す ると100 ％の

致死率を み る菌畳もあ り， これ らの 混合感染に お い て は ，
有英

膜株の 存在が症状の 増悪に 影響を 及 ぼ して い る こ とが 示 唆され

た ． さ ら に
， 単独 で 全 く 膿 瘍形成 が み ら れ な か っ た 5 ．

m 皿 加舶如 M 9 0 R S l 株でも ，
ダ ． 乃祝 Cg g d 紬 m と の 混合感染で 形成

され た 膿瘍か らは ダ． 削 げ わ蛮地 刑 よ り多く生菌数と して 検出で

きた こ とか ら， ダ． 乃祝 Cg g d 吉保 m の 存在が ぶ． c o 乃ぶf ggJ 戊f 混ざ の 増菌

を助け る働きを して い る可 能性 が考 え られ た ． 臨床症例 で は ，

重症型 で ダ． 乃払d 飢裏朋汀 は必 ずグ ラ ム 陽性球菌と の 混合感染と

して 認 め られ た こ と か ら， 動物実験 の 結果 と
一

致す る ． 本菌種

の 内毒素ほ黒色色素塵生性嫌気性グ ラ ム 陰性梓菌と異な り ， リ

ボ多糖体 に 2－ケ ト3－デ オ キ シ オ ク ト ネ イ ト お よ び ペ プ ト
ー

ス

が 含ま れ て お り ， リ ビ ドA の 観 成 ほ 属 を 越 え て P J 祝d o m o 7言d ざ

や ぶロg m O 乃 egJ戊 の そ れ に 類似 して い る
7l

． そ の 内 毒素活性 ほ

且兢即 永尤ね c d了 に 比 して 著 しく強く ， 極め て低 い 内毒素濃度で

も血清と の 相互 作用 に よ り好中球 に 対する強い 走化活性を示 す

と され て い る
521

． ま た
，
本菌種に は ヒ ト お よび 種 々 の 動 物の 赤

血球を 凝集する能力 があり ， 本菌 の 血 球凝集活性 は 了定着磯序

の 指標と して 重視 され て い る
53 卜 55，

． さ らに ，
凡 門 肌 血 油 川 と

種 々 の 口 腔病原細菌間 で の 共凝集試験 で は t
ぶ 加 担 O C O C C 祝 ぶ

ざd 乃g 血 ， P ． f 由 r 7 花g dJ d ， P o 咋んッr o m o 乃d ざ gf 乃gf u 戊gよぎ な どと 強い

共凝集反応が認め られ て い る
56 卜 58I

． 渡辺
45I
は

， 膿瘍形成 に は爽

快等 の 細胞構成成分の 他に ， 細菌と血 液 の 凝固促進作用か らの

もの もある と して い る ． す なわ ち ，
フ ィ プ リ ン 形成 は膿瘍形成

と も 密接 に 関係 して お り， フ ィ プリ ン 沈着内 へ の 細菌の 封 じ込

め が 急性炎時 の 腹腔内に お け る主 要な 防衛機構の
一

つ と な り ，

膿瘍形成 へ の 最初の ス テ ッ プ に な る と い う こ と で ある ． 以上 の

こ と か ら F ． 乃 祝 Cg g d 窟祝 m の 膿瘍形成能ほ 一
F ． 乃 祝 Cg g d亡祝 m の 持 つ

強 い 血 球凝集活性 と細菌間で の 共凝集能そ して好中球に 対す る

強 い 走化活性の ある 内毒素が膿瘍形成の き っ か け に な るフ ィ プ

リ ン 巣 の 形成を誘導 して 膿瘍形成 に 関わ っ て い る可 能性が推察

され た ． しか し， 同 じ高頻度分離菌 であり ， 薄い 英膜を 保有す

る と され る P ． f 乃王e r m ed f d は
1 今回 の マ ウ ス 腹腔内感染実験 で

ほ 膿瘍形成能 を 確認す る こ と が で き な か っ た ． 同 様 に

M a y r a n d ら
5酌 も

， 糖分解性 の ある黒色色素産生性嫌気性グ ラ ム

陰性梓菌は ま っ た く 病原性 を示 さ な か っ た と述 べ て い る ． わ れ

わ れ の 結 果に 対 して L e w is ら
28l

，
V a n S t e e n b e r g e n ら

抑
に よる

と
，
P ． オれf e r m g dオd を マ ウ ス 皮下に 単独接種す る こ と に よ っ て ，

膿瘍形成が組織学的 に 認め られ た と報告 して い る ．

マ ウ ス の 腹

腔は 皮下 と 異な り
，
粗な 組織間隙が広範囲に 広 が っ て い る ． こ

の よ うな 部位に 接種 され た細菌 が膿瘍 を形成す る と い う こ と

ほ
， そ の 細菌が持 つ 膿瘍形成能 が著 しく強い こ と を示 唆 して い

る と思わ れ ， 今回 の 結果か ら P ． 血 g r m gdブロ が膿瘍形成の 初期

段階 に 関与 して い る 可能性ほ低 い と考 え られ た ． さ ら に ，
P ．

玩由汀 骨ほd ね は単独で腹腔に 膿瘍を形成 しな い に もか か わ らず ，

混合感染 に よ っ て 形成され た 膿瘍内か ら他 の 接種菌と同等か よ

り多い 生菌数 と して 認め られ る こ と か ら， 膿瘍形成能 の 強い 細

菌の 存在に よ っ て P ． 涙 e r m g dよ戊 の 発育が 促進され ， そ の 病巣

内で増菌 し， P ． わ加 r m gd f d の 持 つ 観織破壊酵素お よ び 毒性物

質な どの 直接的病原因子に よ り ， 感染症の 存続 ， 拡大に影響を

与 えて い る の でほ な い か と推察 され た ． こ の 動物実験に おけ る

現象 ， 特に 5 ． c o ，l 古豪egg 庄吉祝ぶ と の 混合感染で は ，
好気性菌と嫌気
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性菌に よ る 二 相性理 論に 相応するも の で あ る と 思わ れ た
6 川 21

混合感染 に お ける相乗作用 に つ い て ほ ， 好中球貧食能の 抑制や

細胞内殺菌作用 の 阻害な ど の 宿 主 の 感 染防御機構に 対す る影

響 ， 菌の 増殖に 必 要な 栄養素の 供給 ， 局所の 酸化還元電位 の 低

下 が挙げられ るが不 明な 点が 多い
裾瑚

． 著者等が 口 腔感染症か ら

検出 され た細菌を用い て ， 試験管内に おけ る酸化還元電位 と生

菌数の 関連性を検索 した 結果 ， 今回 の マ ウ ス の 腹腔 に お け る実

験 で相乗効果 の 認め られ た 5 ． c o 77 ぶf ggg d f 祝 ざ と F パ邪 ばね出血椚 の

組合せ ，
およ び 5 ． c o 那 紬gg d f 祝ぶ と P ， 玩勅許 骨ほd ね の 組合せ に よ

る酸化還元電位ほ著 しい 低下を認め ， 同時に 生菌数 の 増加も相

乗効果と して 認め られた
封
． ぶ． c o 77 J f ggg d f 祝ぶ と こ れ ら の 嫌気性

菌の 覿合せ は臨床材料か ら高頻度に 検出され ， 加え て ， 動物実

験に よ り病原性 の 増強が認め られ る こ と か ら臨床と の 強い 関連

性を 示す もの と考 え られた ．

結 論

顎 口 腔領域化膿性感染症患者の 閉塞膿瘍内の 細菌叢に つ い て

起炎菌の 観点か ら重症度別に 高頻度検出菌お よ び感染形態を中

心 に 検討 した ． また
， 化膿性感染症 か ら高頻度に 検出 さ れ た

F ． 乃祝CJ g d左祝 m
，
P ． i 門拍r 汀I gdf d

，
ぶ． ビ0 7 雨 ggg 瓜f 混ざ の 標準菌株 と臨

床分離菌株を使用 して ， そ れ ら の 膿瘍形成能お よ び相互 作用 に

つ い て動物実験 を行い 以下の 結果を得た ．

1 ． 顎 口 腔領域化膿性感染症患者110 症例を 症状 の 強 さ に よ

り軽症型51 例， 中等症型35 例， 重症型24 例に 分類 し ， そ の 閉塞

膿瘍に つ い て細 菌学的検索 を行 っ た結果 ， 総計437 株 ， 嫌 気性

菌28 9株 く66 ．1 ％1 ， 好気性菌1 48 株 く33 ．9 ％1 ， が 分離 され た ． 総分

離菌中の 嫌気性菌の 占め る割合は重症型 く75 ．9 ％1 お よび 中等症

塾 く70 ．0 ％I に お い て 軽 症型 く57 ，1 瑚 よ り も高率 で あ っ た

くp く0 ．0 51 ．

2 ． 1 1 0 症例 の う ち好気性菌感染症例11 例く1 0 ．0 ％さ， 嫌気性菌

感染症例20 例く1 8 ．2 ％コ， 混合感染症例79 例く71 ．8 瑚 で あり ， 全 症

例 の90 ．0 ％か ら嫌気性菌が分離 され た ． 重症度別の 嫌気性菌 の

分離率は ， 軽症型84 ． 3 ％ ， 中等症型97 ． 1 ％
，
重症型91 ． 7 ％で有

意差 ほ なく ， 顎 口 腔領域化膿性感染症で は い ずれ の 病型に お い

て も嫌気性菌が高い 割合 で 関与して い る こ とが 判明 した ．

3 ． 顎 口 腔領域化膿性感染症110 症例の グ ラ ム 染色性に よ る

感染形態は グ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム 陰性樟菌を含む症例が鋼 例

く7 6 ．4 ％1 と 多く認め られ た ． 重症度別 で は ， 両 菌を含む 症例数

の 割合に 有意 差 は な い もの の ， 重症 型 く87 ．5 瑚 と 中等症型

指0 ．0 ％1 は 軽症型 く68 ，6 ％1 よ り も ， 両 菌が高い 割合 で 関与し て

い る傾向に あ っ た ．

4 ． 各室症度別 の 菌種の 分離率ほ ， 嫌気性 グ ラ ム 陽性球菌と

嫌気性 グ ラ ム 陰性梓菌に お い て 重症例ほ どそ の 分離率が高くな

る 傾向に あ り ， 高頻度分離菌 で あ る 5 ． 椚 沼 訂了 グ ル ー プ
，

P 坤 加 如ク 加 O C C 妬 ダ祝J O占d C士官rど祝 m ． P r e u o亡eJg d も同様の 傾向

を 認め る こ と か ら ， 顎 口腔領域化膿性感染症ほ嫌気性菌 を中心

と した複数菌に よ り発症し ， 炎症 の 増悪ある い は 急性症状の 発

症に は グ ラ ム 陽性球菌と嫌気性 グ ラ ム 陰性梓菌が深く関与して

い る こ とが 示 酸され た ．

5 ． 高頻度分離菌株に つ い て マ ウ ス の 腹腔を 用い て ，
化膿性

感染症 の 再現実験 を行 っ た と こ ろ ，
単 独感染 に お い て ，

凡

乃祝Cg e 庄吉祝椚 は 供試 した全株で ， 接種菌量が1 0
7
C F Uノマ ウ ス 以上

の 時 に 膿瘍 を形成 したが ，
P ． 血 g r m gd f d ほ全株 で 10

9
C F Uノマ

ウ ス を接種 しても膿瘍形成は認 め られな か っ た ． ぶ． c o 痛 甘塩 －
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れば ほ 菌殊に よ り膿瘍形成能に 差が 認め られ ， 英膜を 保有す る

株の 膿蕩形成能 が明らか に 高い こ とが 示 唆され た ．

6 ． 混 合感染実験 で は t
5 ． c o 乃ぶf ggg 瓜 加 の 有乗膜株 と 凡

乃混 Cg 紺 餌 例 の 覿合せ で強 い 相乗効果を 示 し， ぶ． c o 乃J feJg 成上なぶ と

P ． 血 肋 間 側 板 の 組合せ の
一 部で相乗的な作用 が み られ た ． し

か しな が ら ， ダ． 血 cg g 成子祝 m と A わ舶 用 旭 巌 の 取合せ で は 相乗

効果 はなく ，
凡 乃祝ごg e d亡兄 m 単独感染で の 浩果と同様 な膿瘍形

成率を認め た ．

7 ． 臨床症例か ら高頻度に 検出され る グ ラ ム 陽性球菌 と嫌気

性 グ ラ ム 陰性梓菌の 口 腔常在菌相互間の 混合感染形態 は ， 動物

実験 に お い ても膿瘍 を形成する こ と が で き， さ らに症状 の 増悪

化が認め られ る こ とか ら ， 口 腔常在菌が内因感染 と して 顎 口 腔

領域化膿性感染症の 起炎菌と成 り得る こ とが 確認 され ，
そ の 発

症に ほ菌種 の蔽合せ が 重要である こ と が示 唆 され た ．
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Of b a c t e ri al s p e ci e s is ol a t e d f r o m a c u t e d e n t o al v e ol a r

a b s c e s s e s ． J ． M e d ． M i c r o bi ol ．
，
2 7

，
1 09－11 6 く1 9 8 81 ．

2 91 B r o o k ， I ． こ E n h a n c e m e n t of g r o w th of a e r o bi c ，

a n a e r o bi c
，
a n d f a c u lt a ti v e b a c t e ri a i n m i x e d i n f e c ti o n s wi th

a n a e r o bi c a n d f a c u l a t a ti v e g r a m －

p O Siti v e c o c ci ． J ． S u r g ． R e s ． ，

4 5
，
2 2 2 －2 2 7 く1 9 8 軋
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3 01 L e w is ， M ． A ． 0 ．
，
M a c F a rl a n e ， T ． W ． 8 E M a c G o w a n ，

D ． A ． こ A mi c r o b io lo gi c al a n d cli n i c al r e vi e w o f th e a c u t e

d e n t o al v e ol a r a b s c e s s ． B r ． J ． O r al ． M a xi1l of a c ． S u r g ． ， 2 8 ，

3 5 9－36 6 く1 9 9 0ラ．

3 11 L e w i s ， M ． A ． 0 ．
，
M a c F a rl a n e

，
T ． W ． 鹿 M a c G o w a n

，

D ． A ． ニ Q u a n tit a ti v e b a c t e ri ol o g y of a c u t e d e n t o － al v e ol a r

a b s c e s s e s ． J ． M e d ， M i c r o bi ol ． ， 2 l ， 1 0 1－10 4 く19 8 6l ．

3 2I H ei m d a h l ， A ． ，
V O n K o n o w ， L ． 8 t N o r d ， C ． E ． 二

I s ol a ti o n of B－1 a c t a m a s e
－

p r O d u ci n g B a c t e r oid e s s tr ai n s

a s s o ci at ed w ith cli n ic al f ail u r e s wi th p e n i cilli n t r e a t m e n t of

h u m a n o r of a．ci al i n f e c ti o n s ． A r c h s ． O r al ． B i ol ．， 2 5 ， 6 8 9－69 2

く19 8 01 ．

3 3I 斉木康正 ， 中川清昌， 熊谷茂宏 ，
山本悦秀こ リ ン 酸 ク リ ソ

ダ マ イ シ ン と セ フ タ ジ ジ ム併用 療法を施行 し著効を示 した 急性

歯性感染症 の 2 例 ． 歯薬療法， 13 ， 1 6－21 く19 9 41 ．

3 4I S u n d q vi s t ， G ． K ．
，
E c k e r b o m ， M ． I ． ， L a r s s o n ， A ． P ．

皮 Sj o g r e n ， U ． T ．
こ C a p a city of a n a e r o bi c b a c t e ri a f r o m

n e c r o ti c d e n t al p ul p s t o i n d u c e p u r ul e n t i n f e c ti o n s ． I nf e ct ．

I m m u n ．
，
2 5

，
6 8 5 －6 9 3 く19 7 9I ．

3 5フ 浅田光 一

， 落合 正人 ， 中川洋 一

， 石橋克橙こ 歯性感染症に

おける検出菌 の 動態 第 2 法 ． 歯薬療法 ，
5
，
1 52－1 5 6 り98即．

3 61 0 g u n t e bi ， B ．

，
S l e e

，
A ． M ．

，
T a n ヱe r ， J ． M ． 及

L a n g el a n d ， K ． ニ P r e d o m i n a n t m i c r ofl o r a a s s o ci a t ed w ith

h u m a n q e n t al p e ri a pi c al a b s c e s s e s ． J ． C li n ． M i c r o bi ol ． ， 1 5 ，

9 6 4－96 6 く1 9 8 21 ．

3 71 宮内正 幸 ， 石戸利貞， 加藤直樹 ， 渡辺邦友 ，
上野

一

恵二嫌

気性無芽胸 グ ラ ム 陰性梓菌の 薬剤感受性分布お よ びそ の 年次変

遷 ．
C h e m o th e r a p y ， 3 7 ， 1 2 2 9－12 4 4 く1 9 8 91 ．

3 81 G u th o f ， 0 ． ニ U e b e r p a th o g e n e
－L

v e r g r u n e n d e S tr e p to k o－

k k e n
，，

，
S t r e p t o k o k k e n－B ef u n d e b ei d e n t o g e n e n A b s z e s s e n

u n d I n filt r a t e n i m B e r ei c h d e r M u n d h ol e ． Z e n t bl ． B a k t ．

P a r a sit ． I n f e k tk r ． H y g ． A b t ． 1 ， O rig ．
， 1 6 6 ， 5 53－56 4 く19 5 軋

3 9J C o y k e n d a 11 ， A ． L ．
，
W e s b e c h e r

，
P ． M ． 彪 G u s t a f s o n ，

K ． B ． こ
一－

ぶ如 夕わC O C C れざ m fヱg e r才
一，

，
5 かで卯 O C O C C 祝 ざ C O 乃J亡eヱ上々 f 祝ぶ，

a n d S t r ep t o c o c c u s i n t e r m e d i u s a r e l at e r s y n o n y m s of

S tr ep t o c o c c u s a n gi n o s u s ． I nt ． J ． S y st ． B a c t e riol ．， 3 7 ， 2 2 2－22 8

く19 8 7I ．

4 01 W h il e y ， R ． A ． 8 E B e i g h t o n ， D ． こ E m e n d e d d e s c ri p tio n s

a n d r e c o g n iti o n of S t r ep i o c o c c u s c o n s tell a t u s ， S t r ef
，t O C O C C u S

i n te r m e di u s
，
a n d S tr ep t o c o c c u s a n gi n o s u s a s dis ti n c t

S p e C ie s ． I n t ． J ． S y s t ． B a c t e ri ol ． ， 4 1 ， ト5 く1 9 9 り．

4 り P o o l e ， P ． M ． 良 W ils o n ， G ． こ O c c u r r e n c e a n d c ult u r al

f e at u r e s of S t r e p t o c o c c u s m ill e ri i n v a ri o u s b o d y sit e s ． J ．

Cli n ． P a th ol
リ
3 2

，
7 6 4－76 8 り9 7gl ．

4 21 T r e s a d e r n ， J ． C ．
，
F a r r a n d

，
R ． J ． 晶 I r v i n g ， N ． H ． こ

S tr ep t o c o c c u s m ill c ri a n d s u r gic al s e p si s ． A n n ． R ． C o11 ． S u r g ．

E n gl り 6 5 ， 7 8 て9 く19 8 31 ．

4 3I 永 田 邦 昭 二 化 膿性病巣 よ り 分離 さ れ る 封 呵 嗅 肌 肌 肌

m よヱヱg ri の 重要性． 感染症誌 ，
6 4

，
4 4 4 ぺ53 り99 0う．

4 4I 山城 哲 ， 草野展周 ， 重野芳輝 ， 薫藤 厚二 呼吸器感染症

に お ける ぶかマ卯 O C O C C 祝ざ m よgg g rよg r o u p の 重要性 に 関す る検討．

日臨徴託 ，
1
，
7 0 て4 く19 9 り．

4 5I 渡辺邦友 こ 嫌気性菌の 病原性研究の 細菌 の 動向 ． 日臨徴

証 ，
2
，
4 0 － 4 6 く19 9 21 ．

8 0 9

4 61 0 n d e r d o n k ， A ． B ．
，
K a s p e r ， D ． L ． ， C is n e r o s ， R ． L ． 8 E

B a r tl e tt
， J ． G ． こ T h e c a p s ul a r p oly s a c c h a rid e of B a c i e r oid e s

j r a gilis a s a vir ul e n c e f a c t e r こ C O m p a ris o n of th e p a th o g e n ic

P O te n ti al of e n c a p s ul a t e d s tr ai n s ． J ． I nf e c t ． D i s ．， 1 3 6 ， 8 2 － 89

り9771 ．

4 71 K a s p e r ， D ． L ．
，
O n d e r d o n k

，
A ． B ．

，
C r a b b

，
J ． 鹿

B a r tl e tt ， J ． B ． こ P r ot e c ti v e effi c a c y of i m m u ni z a tio n w ith

C a p S ul a r a n tlg e n a g ain st e x p e ri m e n t al i n f e c tio n w ith

B a c t e r oid e s f r a gili s ． J ． I n f e c t ． D i s ．， 1 4 0 ， 72 4－731 く19 7 9l ．

4 81 0 n d e rd o n k ， A ． B ．
，
S h a pi r o ， M ． E ．

，
F i n b e r g ， R ． W ．

，

Z a l e n s k i
，
D ． F ． 品 K a s p e r ， D ． L ． こ U s e of a m o d el of

i n t r a a b d o mi n al s e p s I S f o r s t u d i e s of th e p a th o g e n i c lty Of

B a c t e r oid e s f r a gili s ． J ． I nf e c t ， D i s ． ， 6 ， 91 －9 5 t1 98 41 ．

4 91 C r a b b ， J ． H ．
，
F i b e r g ， R ． W ．

， O n d e r d o n k ， A ． B ． 良

K a s p e r ， D ． l ．． ニ T c ell r g u la．
ti o n of B a c te r oid e s J r a gil is

i n d u c e d I n tr a－a b d o m i n al a b s c e s s e s ． R e v ． I n f e c t ． D i s ．
，
1 2

，

1 7 8 －1 8 4 り99 01 ．

5 0コ 新里 敬 ，
山城 暫 ，

重野芳輝 ， 斎藤 厚 ， 仲藻場 勇，

草野展周， 外 聞政暫 こぶ 加 西O C O C C 混ざ m rgg g rr g r O u P 呼吸 器感染

症に 及ぼす嫌気性薗の 影響 ． 嫌 気性菌感染症研究 ，
2l

，
4 7－52

り99 り．

51 1 B r o o k ， I ， 良 W alk e r ， R ． I ． ニ T h e r ol e of e n c a p s ul a tio n

i n th e p a th o g e n e sis of a n a e r o bi c g r a r nqp o siti v e c o c ci ． C a n ． J ．

M i c r o bi ol ． ， 3 l ， 1 7 6－18 0 く1 98 4I ．

5 21
二磯村公明 こ 釣上ざ0占d C f e rf 祝 m 乃祝 Cg g d 亡祝 m 由来 の 細菌性内毒

素に 関す る研究． 日歯周 誌， 2 7 ， 3 2 8－35 1 く19 8 51 ．

5 3I 小崎正 晴 ニ ダ混ざ0みd Cたe rf 祝 m 乃祝Cg e d f 祝 m の ヒ ト 由来細胞 へ

の 付着． 広大歯誌， 1 9 ， 3 3 －4 5 く1 9 8 71 ．

5 41 F al kl e r ， J r ． W ． A ．
，
S m o o t

，
C ． N ． 8 E M o n gi ell o ， J ．

R ． こ A tt a c h e m e n t of c e11 f r a g m e n t s of F u s o b a c t e ri u m

n u cl e a t u m t o o r al e pith e ri al c e11 s ， gi n gi v al fib r o b la s ts a n d

W h it e bl o o d c ell s ． A r c h ． O r al ． B i o l ．
，
2 7

，
5 5 3A 5 5 9 り98 2I ，

5 51 D e h a z y a ， P ．
8 E C ol e s ， J r ． R ． S ， ニ A g gl u ti n ati o n of

h u m a n e r yth r o c yt e s b y F u s ob a c i e ri u m n u cl e a t u m ．

－

f a c t o r s

i nfl u e n ci n g h e m a g gl u ti n a ti o n a n d s o m e c h a r a c t e ri s ti c s o f th e

a g gl u ti ni n ． J ． B a c t e rio l ．， 1 4 3 ， 2 0 5－21 1 く19 8 0l ．

5 61 平場浩 一

， 委譲子宜光 ， 早川光央， 吉田 渉 ， 滝 口 久 こ

歯周 病関連菌の 共凝集 と P o 咋んッr o 7 柁0 乃d ざ gf 門gブリ dノブぶ の 自己凝

集能に つ い て ． 日 大 口腔科学 ，
1 7 ， 5 9 9－60 5 く1 99 り．

5 71 L a n c y ， J r ． ， D ir ie n z o ， J ． M ．
，
A p p el b a u m ， B ． ， R o s a n ，

B ． 鹿 H olt
，
S ． C ． こ C o r n c o b f o r m a ti o n b e t w e e n F u s o b a c t e ri－

u m n u cl e a l u m a n d S t r ep t o c o c c u s s a n g u is ． I n f e c t ， I m m u n ． ，

4 0 ， 3 0 3－30 9 り98 31 ．

5 8I K el s t r u p ， J ． 及 F u n d e r － N i el s e ， T ． D ． こ A g g r e g a ti o n of

O r al s tr e p t o c o c ci w ith F u s o b a c t e ri u m a n d A c li n o m y c e s ． l ．

B i ol ． B u c c al e ．
，
2
，
3 4 7 －3 6 2 t1 9 7 21 ．

5 91 M a y r a n d ， D ． 良 M c B ri d e
，
B ． C ． こ E c ol o gic al r eL a ti o n s－

hi p s of b a c t e ri a i n v oI v e d i n a si m pl e ， m i x e d a n a e r o bi c

i nf e c ti o n ． I n f e c t ． I m m u n ．
，
27

，
4 4－50 く19 8 0l ．

6 0l v a n S t e e n b e r g e n ， T ． J ． M ．
， K a s t e l ei n

，
P ．

，
T o u w

，
J ．

J ． A ． 良 d e G r a a ff
，
J ． こ V ir ul e n c e of bl a c k －

pig m e n t e d

B a c ie r oi d e s s tr ai n s f r o m p e ri o d o n t al p o c k e ts a n d o th e r sit e s

i n e x p e ri m e n t all y i n d u c e d s ki n l e si o n s i n mi c e ． J ． P e ri o d o n t ．

R e s り 1 7
，
41 ぺ9 く1 98 2ラ．



8 10 斎 木

6 11 W e in s t e irl ， W ． M ． ， O n d e r d o n k ， A ． B ． ， B a r tl e tt
，
J ． G ． 6 21 0 n d e r d o n k ， A ■ B ．

，
W ei n s t e i n

，
W ． M ．

， S u lli v a n
，
N ．

晶 G o r b a c h
，
S ． L ． こ E x p e ri m e n t al i n tr ah a b d o mi n al a b s c e s s e s M ．

，
B a r tl et t

，
J ． G ． 8 E G o r b a c h

，
S ． L ． こ E x p e ri m e n t al

i n r at s こ d e v el o p m e n t of a n e x p e rir n e n t al m o d el f I n f e c t ． i n t r aq a b d o mi n al a b s c e s s e s i n r a t s こ q u a n tit a ti v e b a ct e riol o gy
l m m u n － ， 10

，
1 2 5 0 －1 2 5 5 り9 74 l － Of i n f e c t e d a n i m al s － I n f e c t ． lm m u n ．

，
1 0

， 1 2 5 6－1 2 5 9 く1 97 4l ．

C lin i c o ． B a ct e r i oI o g l C al S t u d i es o n S u p p u r a ti v e I n fb cti o n s of O r aI a n d M a x iII o f a c i al R e g i o n s Y a s u m a s a S ai ki
，

D ep ar t m e n t o f O r al S u rg er y ， S c h o ol of M e di ci n e ， K a n a z a w a U ni v e rs lty ， K a n a z a w a 9 2 0
－

J ． J u z e n M e d S o c ． ， 1 0 3 ， 7 9 4
－

8 1 0

く1 99 41

K e y w o r d s o r al o b st ru Cti v e ab s c e s s ， S e V e n ty g r a d e of i n ft c ti o n ，i s ol a te s ，i n tr a pe n t O ni al i n o c ul ati o n ， a b s c e ss fb r m a ti o n

A b s t r a c t

I n ord er t o an al y s e th e c a u s a ti v e b ac te ri a of s u p p u r a ti v e or o f a ci al i n ft c ti o n s ， b a c teri a w er e i s ol at ed fr o m th e ob s t ru Cti v e

a b sc es s e s i n or of a ci al r e g 1 0 n S a n d hi gh 1 y is ol ate d b a ct e ria w e r e e x am in e d f or th ei r a bility t o pr od u c e a b sc e ss e s in m i c e ． A

t o tal of l l O ob s m ctiv e a b sc e ss c a s e s t e st e d w er e di vi d e d i nt o th r e e g r o up s b y clini c al s e v e n tyこ m il d ， 51 こm O d er at e ， 3 5こa nd

S e V e r e t y P eS ， 2 4 c a s e s ． A tot al of 4 3 7 is ol at e s w er e o b tai n edこ th e n um b e rs o f a e r o b e s a n d a n a e r ob e s w a s 1 4 8 く3 3 ．9 ％l an d

2 8 9 く6 6 ．1 ％L r e s pe Cti v el y ． R ate s o f a n a e r o b e s t o th e t o tal i s ol ate s i n m il d
，
m O d e r ate or s e v e r e ty pe W e r e 5 7 ．1

，
7 0 ．7

，
O r

7 5 ．9 ％
，
r eS pe C ti v el y ． A n a er ob es w e r e i s ol at ed i n 99 c as es く90 ．0 ％1 ， a n d in 7 9 く7 1 ．8 ％l of th e 99 c as e s a er ob es w er e al s o

is ol ate d ． B o th g r am
－

p O Si ti v e c o c ci a n d g r am
－ n e g ati v e r o d s w er e i s ol ate d i n 8 4 c a s e s く76 ．4 ％l ． B a ct eri al g e n e r a i s ol a te d w i th

high 丘eq u e n cie s w e r e Str 印t O C O C C u S く7 8 s u ain sl ， P r e v o tell a く5 8 str ain sl ， F us ob a ct e ri u m く5 4 s b
．

ai n sl an d P q lt O Str q P t O C O C C u S

く4 9 str ai n sJこth e s e b a ct eri al g e n er a r e pr e s e nt e d 5 4 －7 ％ of all s 血 n s ． T h e s e b a ct eri a w er e als o is olat ed w ith hi g h fr e q u e n cie s

i n al 1 th r e e g r o u p s ． F o r th e st udi e s o f th e ab s c e s s
－ f o r m l n g a bility l n a b d o m i n al c a vl ty O f m i c e ， th e s e b a ct e ri a w i th h ig h

丘eq u e n ci e s w er e t e st e d三a r e fe re n c e s tr ai n a n d 3 cli ni c al i s ol at es o f e ac h s pe C l eS W er e u Se d ． A ll of F ． n u cLe at u m i s ol at e s an d

th e cli nic al is ol a te s o f S ． c o n s tell a tu s w i th c ap s ul e s h o w ed v e ry str o n g ab s c e s s
－ f o r m l n g a bility i n sl n g l e s tr ai n i nf e c ti o n

e x p e ri m e nts － T h e ab s c e s s e s w er e n o t p r o d u c ed b y i n tr ap erit o n e al i nJ eC ti o n of P ． i n te r m edi a
．
M or e o v er ， W h e n F ． n u cle a tu m

an d S － C O n S tell aE u S S Q
．

ai n s w i th c a p s ul e w e r e c o n c o m i t an d y i nj e c te d i n to m i c e ， th eir a b sc e ss
－ f or m l n g a bili ti e s w e r e st ri ki n gl y

e n h an C e d － T h e sy n er gi sti c e ff e c ts w er e al s o f o un d i n s o m e c a s e s o f m i x ed i nJ e C ti o n s o f S ． c o n s t elL a t u s s tr ai n s an d P ．

E n te r m e d ia str ai n s
，
b ut n o t i n m i x e d inJ e Cti o n s of F ． n u cle a t u m a n d P － i n E e r m e di a str ai n s ． H i st o1 0 g lC all y t h e a b s c e s s
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